
第 号

令和 7 年 10 月 4 日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○

（注）

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科９感染症内科

診療実績

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

福岡大学病院の業務に関する報告について

内科 有

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

143福大病庶

厚生労働大臣 開設者名 学校法人　福岡大学
理事長　　貫　　正　義

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和6年度の業務に関して報告します。

氏名

〒814-0180　福岡市城南区七隈八丁目１９番１号

学校法人　福岡大学

福岡大学病院

〒814-0180  福岡市城南区七隈七丁目４５番１号

電話（092)801－1011

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

（様式第10）



（2）外科

○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

形成外科

美容外科 こう門科
リハビリテー
ション科

病理診断科

脳神経内科 呼吸器科 消化器科 循環器科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

１精神科 2小児科

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

外科 有

2消化器外科 ３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

522 101 535.1 66 0

15 8 15.4 23 74

79 4 80.7 8 0

0 0 0 7 0

72 0 72 0 0

881 15 891.4 23 6

0 0 0 0 45

4 3 6.3 1 193

11 9 19.5 50 16

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 5 年 12 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

助産師

看護師 医療社会事業従事者

0 731 771

臨床工学士

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

40 0 0

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

54

42

8

20

8

7

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 12

合計

7

8

11

12

21

7

13

230

耳鼻咽喉科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　三浦　伸一郎　　　　　　　　） 任命年月日

20242.24 医療安全管理者養成講座終了証（第5425号）

令和元年12月1日～令和5年11月30日まで福岡大学西新病院長として、医療安全管理に関し医療安全管理責任者とともに
統括し、適正な組織管理と体制に努めた。令和5年12月1日より福岡大学病院長として医療安全管理に関し医療安全管理責
任者とともに統括している。また令和6年10月1日から医療安全管理部を病院長直轄の組織とし、適正な組織管理と体制整
備に努めている。

歯科等以外 歯科等 合計



人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

28 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

488.86 ㎡ （主な設備）

135.13 ㎡ （主な設備）

200.49 ㎡ （主な設備）

132.80 ㎡ （主な設備）

5449.16 ㎡ （主な設備）

372.90 ㎡ 室数 室 人

2246.16 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注） 1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

634.2

1294.5

2.5

40.8

636.7

1335.3

995.1

142

4

34

362

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
652.26 鉄筋コンクリー

ト造
人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

床面積

鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

薬務・資材エリア

159.85

生化学自動分析装置、全自動化学発光免疫測定装置、
エンドトキシン測定装置
自動遺伝子検査装置、嫌気ワークステーション、
システム生物顕微鏡

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

3

収容定員

蔵書数

370

264972

病床数 264.46

8

算出
根拠

局所排気装置付切出台､新型臓器撮影装置、
システム生物顕微鏡
電動昇降式解剖台、大型吸引器、骨切断機用骨固定架台

デスクトップパソコン、リアルタイムPCR解析システム

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 　93　．6 逆紹介率 　79　．1

2

16,167

15,022

1,612

18,987

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

有

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

福岡大学病院ホームページに掲載

有

有

林　覚竜 南蔵院
医療を受ける者そのほかの医療

従事者以外の者 2

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

和田　秀一 福岡大学病院 院内監査委員 1

早川　晴美 〃 〃 1

堤　一貴 〃 〃 1

利害
関係

委員の要件
該当状況

横山　晋二 久留米大学病院
医療に係る安全管理に関する

識見を有する者 1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0

0人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

該当なし

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

1人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

2

1人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

先　進　医　療　の　種　類   

インターフェロンα皮下投与及びジドブジン経口投与の併用療法　成人T細胞白血病リンパ腫（症候を有す
るくすぶり型又は予後不良因子を有さない慢性型のものに限る。）
自家膵島移植術　慢性膵炎（疼痛を伴うものであって、従来の治療法に抵抗性を有するものに限る。）又は
膵動静脈奇形（従来の治療法に抵抗性を有するものに限る。）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

該当なし

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 3 62 甲状腺ホルモン不応症 1
2 筋萎縮性側索硬化症 6 63 先天性副腎皮質酵素欠損症 6
3 脊髄性筋萎縮症 3 64 先天性副腎低形成症 1
4 原発性側索硬化症 1 65 サルコイドーシス 35
5 進行性核上性麻痺 9 66 特発性間質性肺炎 113
6 パーキンソン病 272 67 肺動脈性肺高血圧症 13
7 大脳皮質基底核変性症 4 68 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 8
8 神経有棘赤血球症 2 69 リンパ脈管筋腫症 18
9 シャルコー・マリー・トゥース病 2 70 網膜色素変性症 10
10 重症筋無力症 87 71 原発性胆汁性胆管炎 40
11 多発性硬化症／視神経脊髄炎 58 72 原発性硬化性胆管炎 5

12
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
14 73 自己免疫性肝炎 12

13 封入体筋炎 3 74 クローン病 238
14 多系統萎縮症 13 75 潰瘍性大腸炎 348
15 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 36 76 好酸球性消化管疾患 2
16 ライソゾーム病 18 77 慢性特発性偽性腸閉塞症 1
17 副腎白質ジストロフィー 1 78 若年性特発性関節炎 1
18 ミトコンドリア病 7 79 非典型溶血性尿毒症症候群 1
19 もやもや病 53 80 筋ジストロフィー 3
20 HTLV-1関連脊髄症 13 81 脊髄空洞症 2
21 特発性基底核石灰化症 1 82 アイザックス症候群 1
22 全身性アミロイドーシス 34 83 遺伝性ジストニア 1
23 遠位型ミオパチー 2 84 脳表ヘモジデリン沈着症 1

24 神経線維腫症 42 85
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
1

25 天疱瘡 8 86 前頭側頭葉変性症 6
26 膿疱性乾癬（汎発型） 22 87 先天性無痛無汗症 1
27 高安動脈炎 9 88 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 1
28 巨細胞性動脈炎 6 89 レノックス・ガストー症候群 2
29 結節性多発動脈炎 4 90 ウエスト症候群 1
30 顕微鏡的多発血管炎 15 91 レット症候群 1
31 多発血管炎性肉芽腫症 4 92 スタージ・ウェーバー症候群 1
32 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 21 93 結節性硬化症 6
33 悪性関節リウマチ 6 94 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 12
34 バージャー病 4 95 特発性後天性全身性無汗症 3
35 原発性抗リン脂質抗体症候群 1 96 マルファン症候群/ロイス・ディーツ症候群 9
36 全身性エリテマトーデス 129 97 エーラス・ダンロス症候群 1
37 皮膚筋炎／多発性筋炎 57 98 ウィルソン病 4
38 全身性強皮症 42 99 抗糸球体基底膜腎炎 1
39 混合性結合組織病 16 100 一次性ネフローゼ症候群 29
40 シェーグレン症候群 16 101 紫斑病性腎炎 3
41 成人発症スチル病 11 102 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1
42 再発性多発軟骨炎 6 103 オスラー病 1
43 ベーチェット病 31 104 閉塞性細気管支炎 1
44 特発性拡張型心筋症 26 105 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 5
45 肥大型心筋症 4 106 α1－アンチトリプシン欠乏症 2
46 再生不良性貧血 7 107 偽性副甲状腺機能低下症 2
47 自己免疫性溶血性貧血 2 108 副腎皮質刺激ホルモン不応症 1
48 免疫性血小板減少症 27 109 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 6
49 原発性免疫不全症候群 4 110 プロピオン酸血症 1
50 IgＡ 腎症 60 111 尿素サイクル異常症 1
51 多発性嚢胞腎 26 112 原発性高カイロミクロン血症 1
52 黄色靱帯骨化症 4 113 慢性再発性多発性骨髄炎 1
53 後縦靱帯骨化症 41 114 強直性脊椎炎 3
54 広範脊柱管狭窄症 9 115 骨形成不全症 1
55 特発性大腿骨頭壊死症 57 116 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 2
56 下垂体性ADH分泌異常症 10 117 後天性赤芽球癆 2
57 下垂体性PRL分泌亢進症 7 118 嚢胞性線維症 1
58 クッシング病 3 119 ＩｇＧ４関連疾患 2
59 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 3 120 好酸球性副鼻腔炎 20
60 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 17 121 特発性多中心性キャッスルマン病 3
61 下垂体前葉機能低下症 81

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。 疾患数 121
合計患者数（人） 2,480

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・情報通信機器を用いた診療 　・重症患者初期支援充実加算

　・医療情報取得加算 　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・医療DX推進体制整備加算 　・ハイリスク妊娠管理加算

　・特定機能病院入院基本料（一般病棟7対1 入院基本料）
（入院栄養管理体制加算）

　・ハイリスク分娩管理加算

　・特定機能病院入院基本料（精神病棟13対1 入院基本料） 　・総合評価加算

　・臨床研修病院入院診療加算 　・術後疼痛管理チーム加算

　・救急医療管理加算 　・後発医薬品使用体制加算１

　・超急性期脳卒中加算 　・バイオ後続品使用体制加算

　・妊産婦緊急搬送入院加算 　・病棟薬剤業務実施加算1（薬剤業務向上加算）

　・診療録管理体制加算2 　・病棟薬剤業務実施加算2

　・医師事務作業補助体制加算1（20対1） 　・データ提出加算2

　・急性期看護補助体制加算（25対1(5割以上)）
（夜間100対1急性期看護補助体制加算）
（看護補助体制充実加算）

　・入退院支援加算1、3（地域連携診療計画加算、入院時支
援加算、総合機能評価加算）

　・看護職員夜間12対1配置加算1 　・医療的ケア児（者）入院前支援加算

　・看護補助加算2（50対1）（看護補助体制充実加算） 　・認知症ケア加算1

　・療養環境加算 　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・重症者等療養環境特別加算 　・精神疾患診療体制加算

　・無菌治療室管理加算1 　・精神科急性期医師配置加算

　・無菌治療室管理加算2 　・排尿自立支援加算

　・緩和ケア診療加算 　・地域医療体制確保加算

　・精神科身体合併症管理加算
　・救命救急入院料1（救急体制充実加算2、、早期離床・リハ
ビリテーション加算、小児加算あり）

　・精神科リエゾンチーム加算
　・特定集中治療室管理料2（小児加算あり）
（算定上限日数に関する基準、早期栄養介入管理加算、早期
離床・リハビリテーション加算）

　・摂食障害入院医療管理加算
　・特定集中治療室管理料1（小児加算、早期離床・リハビリ
テーション加算）

　・がん診療連携拠点病院加算
　・特定集中治療室管理料5（早期離床・リハビリテーション加
算あり）
（算定上限日数に関する基準、小児加算、早期栄養介入管理

　・栄養サポートチーム加算
　・脳卒中ケアユニット入院医療管理料（早期栄養介入管理加
算）

　・医療安全対策加算1
　・総合周産期特定集中治療室管理料（母体・胎児集中治療
室管理料（成育連携支援加算））、（新生児集中治療室管理
料）

　・感染対策向上加算1（指導強化加算）（抗菌薬適正使用体
制加算）

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・患者サポート体制充実加算
　・小児入院医療管理料1（注2プレイルーム加算あり）
（養育支援体制加算、時間外受入体制強化加算１、看護補助
体制充実加算）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・外来栄養食事指導料　注3（がん専門管理栄養士が栄養指
導を行う場合）

　・ニコチン依存症管理料

　・植込型除細動器移行期加算（※心臓ペースメーカー指導
管理料の加算）

　・療養・就労両立支援指導料の注3に規定する相談支援加
算

　・遠隔モニタリング加算（※注5 心臓ペースメーカー指導管
理料の加算）

　・ハイリスク妊産婦連携指導料１

　・高度難聴指導管理料 　・ハイリスク妊産婦連携指導料２

　・糖尿病合併症管理料 　・がん治療連携計画策定料

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・がん治療連携管理料

　・難治性がん性疼痛緩和指導管理加算 　・認知症専門診断管理料

　・がん患者指導料イ 　・肝炎インターフェロン治療計画料

　・がん患者指導料ロ 　・外来排尿自立指導料

　・がん患者指導料ハ
　・プロブラム医療機器等指導管理料（高血圧症治療補助ア
プリを用いる場合）

　・がん患者指導料ニ 　・薬剤管理指導料

　・外来緩和ケア管理料 　・医療機器安全管理料１

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・医療機器安全管理料２

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・救急患者連携搬送料

　・小児運動器疾患指導管理料
　・在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物住居者訪問看
護・指導料

　・乳腺炎重症化予防ケア・指導料 　・在宅血液透析指導管理料

　・婦人科特定疾患治療管理料
　・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注２に掲げる遠隔モ
ニタリング加算

　・腎代替療法指導管理料 　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

　・二次性骨折予防継続管理料１ 　・在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

　・二次性骨折予防継続管理料３ 　・持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定

　・下肢創傷処置管理料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）

　・慢性腎臓病透析予防指導管理料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・外来放射線照射診療料 　・骨髄微小残存病変量測定

　・外来腫瘍化学療法診療料1 　・造血器腫瘍遺伝子検査

　・外来腫瘍化学療法診療料1（連携充実加算） 　・遺伝学的検査

　・外来腫瘍化学療法診療料1（がん薬物療法体制充実加算） 　・抗アデノ随伴ウイルス9型（AAV9)抗体

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査 　・内服・点滴誘発試験

　・がんゲノムプロファイリング検査 　・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

　・先天性代謝異常症検査 　・経気管支凍結生検法

　・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体
特異性同定検査）

　・経頸静脈的肝生検

　・HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 　・ポジトロン断層撮影

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出
　・ポジトロン断層撮影（アミロイドPETイメージング剤を用いた
場合（イ以外の場合）

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液） 　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

　・検体検査管理加算（Ⅳ）
　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイド
PETイメージング剤を用いた場合（イ以外の場合）

　・国際標準検査管理加算 　・冠動脈ＣＴ撮影加算

　・遺伝カウンセリング加算 　・外傷全身ＣＴ加算

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 　・心臓ＭＲＩ撮影加算

　・植込型心電図検査 　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・肝エラストグラフィ加算

　・胎児心エコー法 　・血流予備量比コンピューター断層撮影

　・ヘッドアップティルト試験 　・乳房ＭＲＩ撮影加算

　・人工膵臓検査、人工膵臓療法 　・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

　・長期継続頭蓋内脳波検査 　・頭部ＭＲＩ撮影加算

　・長期脳波ビデオ同時記録検査1 　・大腸ＣＴ撮影加算

　・終夜睡眠ポリグラフィー（1及び2以外の場合　安全精度管
理下で行うもの）

　・画像診断管理加算4

　・脳波検査判断料1 　・遠隔画像診断

　・単線維筋電図 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・神経学的検査 　・無菌製剤処理料

　・補聴器適合検査 　・外来化学療法加算１

　・ロービジョン検査判断料 　・連携充実加算

　・コンタクトレンズ検査料１ 　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】

　・小児食物アレルギー負荷検査 　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】 　・心不全に対する遠赤外線温熱療法

　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】 　・歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】 　・皮膚悪性腫瘍センチネルリンパ節生検加算

　・運動器リハビリテーション料（Ⅱ）【同基準Ⅰの届出をもって
代えることができる】

　・自家脂肪注入

　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】
　・組織拡張器による再建術（乳房（再建時手術）の場合に限
る。）

　・がん患者リハビリテーション料（Ⅰ）
　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
規定する処理骨再建加算

　・リンパ浮腫複合的治療料
　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・救急患者精神科継続支援料 　・人工股関節置換術（手術支援装置を用いるもの）

　・認知療法・認知行動療法１ 　・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）

　・精神科作業療法 　・椎間板内酵素注入療法

　・精神科ショート・ケア「大規模なもの」 　・緊急穿頭血腫除去術

　・精神科デイ・ケア「大規模なもの」 　・内視鏡的下脳腫瘍生検

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調
症治療指導管理料）

　・内視鏡的下脳腫瘍摘出術

　・医療保護入院等診療料 　・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る）

　・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） 　・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術

　・多血小板血漿処置
　・頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（7本以上の電
極による場合）に限る。）

　・人工腎臓（慢性維持透析を行った場合１） 　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）

　・硬膜外自家血注入 　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・下肢末梢動脈疾患指導管理加算 　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・導入期加算３ 　・角膜移植術・内皮移植加算

　・透析液水質確保加算 　・羊膜移植術（学会認定施設書の提出の必要性）

　・慢性維持透析濾過加算
　・緑内障手術（流出路再建術）
イ 眼内法　ロ その他のもの

　・LDLアフェレシス療法における血漿交換療法
　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・移植後抗体関連拒絶反応における血漿交換療法 　・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・ストーマ合併症加算 　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法）

　・一酸化窒素吸入療法
　・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
もの）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・網膜再建術 　・生体部分肺移植術

　・植込型骨補聴器（直接振動型）植込術 　・肺悪性悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法

　・耳管用補綴材挿入術

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視
鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿
管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡
によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術
　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・人工中耳植込術
　・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

　・内視鏡下筋層切開術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） 　・経皮的冠動脈形成術

　・経鼻内視鏡下副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を
伴うもの）

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 　・経皮的冠動脈ステント留置術

　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む） 　・胸腔鏡下弁形成術

　・上顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る)・下顎骨形成術
(骨移動を伴う場合に限る)

　・胸腔鏡下弁置換術

　・乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対するもの） 　・経カテーテル弁置換術

　・乳腺悪性腫瘍手術(乳頭乳輪温存乳房 切除術(腋窩郭清
を伴わないもの)及び乳頭乳輪温存乳房切除術(腋窩郭清を
伴うもの))

　・経皮的僧帽弁クリップ術

　・乳癌センチネルリンパ節生検加算１及びセンチネルリンパ
節生検（併用）

　・不整脈手術　左心耳閉鎖術（胸腔鏡下に伴うもの）

　・乳癌センチネルリンパ節生検加算２及びセンチネルリンパ
節生検（単独）

　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） 　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法（一連として）
　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術(リードレ
スペースメーカー)

　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー
交換術

　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

　・気管支バルブ留置術
　・植込型除細動器移植術及び植込型除細動器交換術及び
経静脈電極抜去術

　・胸腔鏡下肺切除手術（区域切除）（肺葉切除又は１肺葉を
超えるもの）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いる場合）及び植
込型除細動器交換術（心筋リードを用いる場合）

　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両室
ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

　・肺悪性腫瘍手術(壁側・臓側胸膜全切除(横隔膜、心膜合
併 切除を伴うもの)に限る。)

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（心筋電極の場合）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除） 　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるも
ので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

　・同種死体肺移植術 　・経皮的大動脈遮断術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・経皮的下肢動脈形成術 　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）
　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）
　・腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・ダメージコントロール手術 　・腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法（一連として）

　・骨盤内悪性腫瘍及び腹腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法
（一連として）

　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術 　・同種死体腎移植術

　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・生体腎移植術

　・腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・膀胱水圧拡張術、ハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道）

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 　・膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）

　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除術を伴うもの） 　・尿道狭窄グラフト再建術

　・胆管悪性腫瘍手術(膵頭十二指腸切除 及び肝切除(葉以
上)を伴うものに限る。)

　・埋没陰茎手術

　・体外衝撃波胆石破砕術 　・精巣温存手術

　・腹腔鏡下肝切除術 　・陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

　・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術支援機器を用いるもの）
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・体外衝撃波膵石破砕術
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術
　・腹腔鏡下膣断端挙上術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術
　・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

　・同種死体膵島移植術 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術支援機器を用
いるもの）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）(内視
鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・内視鏡的小腸ポリープ切除術
　・子宮附属器腫瘍摘出術（遺伝性乳癌卵巣症候群患者に対
するもの）

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・胎児輸血術

　・腹腔鏡下副腎摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）

　・臍帯穿刺

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・体外式膜型人口肺管理料 　・入院ベースアップ評価料（85）

　・輸血管理料（Ⅰ） 　・看護職員処遇改善評価料(64)

　・貯血式自己輸血管理体制加算（※輸血管理料の加算） 　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・自己クリオプレシピテート作製術（用手法） 　・歯科診療特別対応連携加算

　・同種クリオプレシピテート作製術 　・歯科外来診療医療安全対策加算2

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 　・歯科外来診療感染対策加算4

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 　・地域歯科診療支援病院入院加算

　・医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術
　・歯科疾患管理料の注11に規定する総合医療管理課加算
及び歯科治療時医療管理料

　・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に規定する手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群に対する子宮付属器腫瘍摘出
術）

　・医療機器安全管理料（歯科）

　・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に規定する手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群に対する乳房切除術）

　・口腔細菌定量検査

　・麻酔管理料（Ⅰ） 　・有床義歯咀嚼機能検査２のロ及び咬合圧検査

　・麻酔管理料（Ⅱ） 　・精密触覚機能検査

　・麻酔管理料　周術期薬剤管理加算 　・睡眠時歯科筋電図検査

　・放射線治療専任加算 　・歯科口腔リハビリテーション料2

　・外来放射線治療加算 　・歯周組織再生誘導手術

　・体外照射呼吸性移動対策加算 　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・高エネルギー放射線治療 　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・1回線量増加加算（全乳房照射・前立腺照射） 　・歯科技工士連携加算1

　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ） 　・ＣＡＤ/ＣＡＭ冠

　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ） 　・

　・定位放射線治療 　・

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算（その他） 　・

　・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 　・

　・病理診断管理加算（2） 　・

　・悪性腫瘍病理組織標本加算 　・

　・保険医療機関間の連携による病理診断 　・

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 11

剖検率（％） 5.5

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・該当なし 　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

消化器外科、脳神経外科、消化器内科、乳腺外科・放射線
科、歯科口腔外科との病理臨床カンファレンスに加え、病理
解剖後の臨床病理カンファレンスを併せ、年間約60回行って

います

　・

　・

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 小計22件

心房細動における脳心血管病予防の
ための降圧目標を解明する国際共同
大規模臨床試験

有馬　久富

三浦　伸一郎

クローン病の活動性に関連する要因分
析と寛解維持への睡眠障害改善効果
の検証

平井　郁仁

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

腸内細菌から動脈硬化を予測する：AI
を用いた挑戦

有馬　久富 衛生・公衆衛生学 1,430,000
日本学術振興

会

文部科学省

柳原　豊史

吉村　力

石田　祐介

柳原　豊史

100,000

100,000

325,000

400,000

文部科学省

文部科学省

日本医療研究
開発機構

文部科学省

消化器内科

消化器内科

消化器内科

消化器内科

消化器内科
（内視鏡部）

インフラマソーム関連腸炎の病態解明
ならびに診断法確立

平井　郁仁

クローン病の活動性に関連する要因分
析と寛解維持への睡眠障害改善効果
の検証

芦塚　伸也

内視鏡下で留置した胆管ステントの逸
脱現象の力学的解明と逸脱防止策の
提案

間質性肺炎の原因と治療法

炎症性腸疾患におけるアドレノメデュリ
ンの病態意義の会名と予後予測因子
としての応用

芦塚　伸也

柳原　豊史

100,000

呼吸器内科

呼吸器内科

呼吸器内科

呼吸器内科

呼吸器内科

非侵襲連続血圧計による心筋酸素消
費量指標開発と最適な運動処方アル
ゴリズムの実用化

末松　保憲 循環器内科 1,300,000
日本学術振興

会

200,000

衛生・公衆衛生学 4,160,000
日本学術振興

会

大動脈瘤の予防薬開発を目指した新
規分子機序の解明

桑野　孝志 循環器内科 910,000
日本学術振興

会

抗がん剤の心毒性に対するbeta-
arrestin-biased orthosteric ligandsの
有用性

動脈硬化、心血管病、CKDに及ぼす不
眠症、睡眠時無呼吸症候群の解明

吉村　力 呼吸器内科

循環器内科 1,560,000
日本学術振興

会

「難治性炎症性腸管障害に関する調査
研究」診断基準・治療指針改訂プロ
ジェクト

平井　郁仁 消化器内科 厚生労働省

4,160,000円

吉村　力 呼吸器内科

2,210,000円

520,000円

650,000円

呼吸器内科

吉村　力 呼吸器内科  1,430,000円

血管リモデリングを標的とした間質性
肺炎の新規治療法開発

不眠症と睡眠時無呼吸症候群から動
脈硬化・CKD予防を科学する

一般住民における前立腺肥大と動脈
硬化の機序解明

腸内細菌から動脈硬化を予測する：AI
を用いた挑戦

心房細動における脳心血管病予防の
ための降圧目標を解明する国際共同
大規模臨床試験

吉村　力 呼吸器内科

吉村　力 呼吸器内科 650,000円

1,800,000

2,000,000

2,000,000

空間トランスクリプトミクスが切り拓く間
質性肺炎の病態理解と新規治療戦略

血管リモデリングに着目した肺線維症
の新たな治療戦略の構築

井上　博之

濵田　直樹

液性免疫解析による免疫チェックポイ
ント阻害剤の新規治療効果予測因子
の探索研究

神経疾患における睡眠時ブラキシズム
と睡眠障害に関する研究

4,680,000

10,000,000

独立行政法人

独立行政法人

独立行政法人

独立行政法人

独立行政法人

公益財団法人

公益財団法人

公益財団法人

一般社団法人

独立行政法人

独立行政法人

（様式第3）
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新生児ウレアプラズマ感染症の病態解
析と治療戦略の確立

伊東　和俊 小児科 1,900,000
日本学術振興
会

ミトコンドリア病の診療水準やQOL向
上を目指した調査研究

八ツ賀　秀一
（分担）

小児科 500,000 厚生労働省

吉兼　由佳子 小児科 900,000
独立行政法人
日本学術振興
会

成育医療等基本方針に基づいた指標・
施策の中間評価、およびモニタリング
に関する研究

永光　信一郎
(分担）

小児科 300,000 こども家庭庁

200,000 こども家庭庁

独立行政法人
日本学術振興
会

思春期のメンタルヘルス診断・予防的
支援としてのICTを活用した「こころの
学校健診」開発研究

永光　信一郎
(分担）

小児科 100,000

母子保健情報のデジタル化とデータの
利活用を推進するための研究

永光　信一郎
(分担）

小児科

永光　信一郎 小児科 21,451,024

科研費
基盤研究（C）

精神神経科

こどもの健やかな成長・発達のための
バイオサイコソーシャルの観点（身体
的・精神的・社会的な観点)からの切れ
目のない支援の推進のための研究

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

科研費
基盤研究（C）

吉村　裕太

こども家庭庁

自殺関連行動後の患者に対する精神
科デイケアの効果についての検討

ギガスクールを活用した子どものメンタ
ルヘルス支援 ―教育・医療連携アプリ
の開発 ―

新規リコンビナント免疫グロブリン製剤
の開発と臨床応用を目指す研究　科学
研究費助成事業

50,000
オミックスと長期評価による適切なゴー
ルを目指す気分障害の革新的治療の
基盤構築

気分障害における社会認知機能障害
の生物学的基礎ならびにVR(virtual
reality)を用いた介入の有効性の検討

熊谷　浩紀

永光　信一郎 小児科

統合失調症の診断補助医療機器プロ
グラムの開発研究

堀　　輝

1,319,636
独立行政法人
日本学術振興
会

登校予防の教育・医学連携学校健診
の実装へ　思春期心身症診療支援シ
ステム構築

永光　信一郎
(分担）

650,000円

病型別に慢性腎臓病の発症および増
悪に関与する腸内細菌叢異常を解明
する

吉村　力 呼吸器内科  1,430,000円

一般住民における過活動膀胱、夜間
頻尿と動脈硬化の機序解明

吉村　力 呼吸器内科

認知症徘徊者検知システムの実証実
験と介護者の介護負担度への影響

堀　　輝 精神神経科 10,000

吉村　力 呼吸器内科

精神神経科

 14,105,000円
デジタル技術を活⽤した⽣涯にわたる
⾎圧管理に関する指針の研究開発

堀　　輝

精神神経科 1,800,000
科研費

基盤研究（C）

国立研究開発
法人

科研費
基盤研究（C）

緊張病の分子生物学的病態解明を目
指した横断/縦断研究

堀　　輝 精神神経科 85,000
科研費

基盤研究（C）

交替勤務うつ病労働者の復職に関す
る多面的研究

堀　　輝

精神神経科 1,300,000 AMED

統合失調症に対する併用薬治療行動
の向上の検証

堀　　輝 精神神経科 390,000 AMED

双極性障害エピゲノムマーカーと薬剤
反応性についての検討

菅原　裕子 精神神経科 1,300,000

独立行政法人

独立行政法人

2,307,000 厚生労働省

自殺念慮をもつ身体疾患のある在宅
療養者に対する訪問看護実践ガイドラ
インの開発

衞藤　暢明 精神神経科 182,000
科研費

基盤研究（C）

自殺未遂者等支援拠点医療機関整備
事業

衞藤　暢明

精神神経科 700,000
臨床研究奨励

基金

救急医療機関に搬送された自殺企図
患者の血液を用いた市販薬の使用実
態に関する調査

増田　将人 精神神経科 500,000
臨床研究奨励

基金

精神神経科 500,000
臨床研究奨励

基金

小児科 50,000
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計算論モデルと脳神経画像解析によ
るトゥレット症重症化機序の解明

森下　登史

整形外科学山本　卓明
日本学術振興

会
病態解析に基づいた軟骨下脆弱背聖
骨折の治療法構築と予防法開発

整形外科学

MRIの多段面再構成像を用いたC5麻
痺発生メカニズムの解明

上田　雄一郎
呼吸器・乳腺・小

児外科

4,550,000

整形外科学
腱板断裂の血流は腱板修復後の鍵の
癒合度に影響を与えるか？

有限要素法を用いた特発性膝骨壊死
における軟骨下骨折の発生メカニズム
の解明

日本学術振興
会

柴田　光史 3,600,000

100,000

柴田　達也

日本学術振興
会

土肥　憲一郎 整形外科学 1,700,000

変形性膝関節症手術における神経麻
痺の発生メカニズム解明と予防法の開
発

石松　哲郎
日本学

術振興会

特発性大腿骨頭壊死症の確定診断と
重症度判定の向上に資する大規模他
施設研究

厚生労働省山本　卓明 整形外科学

4,550,000

日本学
術振興会

整形外科学 3,770,000

力覚フィードバック機能を有する革新
的手術支援ロボットの研究開発

180,000 文部科学省

肺癌における肺胞腔内腫瘍散布像
（STAS）のin vitroモデル作成およびそ
の機序の解明

中島　裕康
呼吸器・乳腺・小

児外科
1,100,000 文部科学省

希少難治性消化器疾患の長期的QOL
向上と小児期からのシームレスな医療
体制構築

小幡　聡
呼吸器・乳腺・小

児外科
200,000

厚生労働省
(分担)

脳神経外科 1,100,000 文部科学省

軟性鏡下脳室内手術における新規吸
引デバイスの開発

山城　慧 脳神経外科 1,170,000 文部科学省

軟性鏡下脳室内手術における新規吸
引デバイスの開発

山城　慧 脳神経外科 1,000,000 福岡大学

医用画像編集ソフトを用いた低侵襲頭
蓋底開頭法および新規解剖学的検討
法の開発

山城　慧 脳神経外科 500,000
臨床研究奨励

基金

神経皮膚症候群および色素性乾皮症・
ポルフィリン症の学際的診療体制に基
づく医療最適化と患者QOL向上のため
の研究

今福　信一 皮膚科 1,460,000 厚生労働省

低活動膀胱に対するmiRNAを用いた
革新的低侵襲診断法の確立

羽賀　宣博 腎泌尿器外科 1,000,000
日本学術振興

会

一般住民における前立腺肥大と動脈
硬化の機序解明

中村　信之 腎泌尿器外科 500,000
日本学術振興

会

前立腺癌に対する高精度神経温存手
術手技の開発

羽賀　宣博 腎泌尿器外科 500,000
公財)山口内分
泌疾患研究振

興財団

マルチオミクス解析に基づく感染性早
産児の神経発達障害に関わる分子の
同定

漆山　大知 産婦人科 3,500,000 文部科学省

マルチオミクス解析に基づく感染性早
産児の予後不良因子の同定

漆山　大知 産婦人科 2,000,000
福岡大学若手・
女性研究基盤
構築支援事業

マルチオミクス解析に基づく感染性早
産児の予後不良因子の同定と治療法
の開発

漆山　大知 産婦人科 1,600,000
公益財団法人
柿原科学技術

研究財団

抗酸化作用を示すガソトランスミッター
ウルトラファインバブルを用いた再生幹
細胞培養液の開発

平川　豊文 産婦人科 1,600,000
公益財団法人
柿原科学技術

研究財団

エクソソーム医療材による新たな体外
受精液および凍結保存液の開発

平川　豊文 産婦人科 2,000,000
公益財団法人
柿原科学技術

研究財団

アデノウイルス眼感染症の細胞生物学
的解析と治療薬剤開発の研究

内尾　英一 眼科 1,000,000 文部科学省
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(注) 1

2

3

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入
すること。　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助
元又は委託元を記入すること。

新規評価システム搭載型高度手術シ
ミュレーター開発と効果検証に関する
研究

小幡　聡
総合周産期母子

医療センター
520,000円

国立国際医療
研究センター
（AMED再委

託）

自家膵島移植の臨床試験の申請承認
と実施

小玉　正太 再生医療センター

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医
師等が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断さ
れる主なものを記入すること。

5,000,000

文部科学省

聴き取りづらい音韻の個人差に対応す
る新たな補聴方式の開発

独立行政法人
日本学術振興

会
坂田　俊文 耳鼻咽喉科学 390,000

糖尿病性腎臓病におけるリン代謝と
Rho-kinaseの意義

川浪　大治
内分泌・糖尿病内

科
1,300,000円

日本学術振興
会

眼科領域の新型アデノウイルス治療薬
剤候補の型別有用性の基礎的および
臨床的評価

川村　朋子 眼科 1,200,000

糖尿病性腎症保護因子PKM2に着目し
た残存病態の解明と新規治療法の開
発

横溝　久
内分泌・糖尿病内

科
1,560,000円

日本学術振興
会

慢性腎臓病患者の健康寿命の延伸を
目指した生体のリン感知機構の解明

髙士　祐一
内分泌・糖尿病内

科
710,000円

日本学術振興
会

消化器がんに対する免疫チェックポイ
ント阻害剤治療の腫瘍免疫学的評価と
その意義

山田　哲平 消化器外科 800,000 文部科学省

重症感染症の重篤化と口腔－腸連関
の関連性解明

吉野　綾 歯科口腔外科
文部科学省
基盤研究C

動脈硬化性疾患の代謝調整栄養因
子、分枝鎖アミノ酸による口腔-腸連関
制御機構の解明

近藤　誠二 歯科口腔外科
文部科学省
基盤研究C

1,300,000

900,000

人工呼吸器関連肺炎続発患者におけ
る口腔-腸内細菌叢相関の集中治療
施設間比較

眞野　亮介 歯科口腔外科
文部科学省
基盤研究C

トロンボモジュリン製剤を用いた新たな
脳便塞治療戦略の検証

仲村佳彦 救命救急センター 300,000円
日本学術振興

会

800,000

日本学術振興
会科学研究費
助成事業（学術
研究助成基金

高感度CRPと冠動脈石灰化との関連
を解明する疫学研究

加藤　禎史 総合診療部 1,100,000円 文部科学省



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

発表者氏名
筆頭著者の特定機能
病院における所属

題名
雑誌名・
出版年月等

論文種別

1

Shiho
Hashiguchi,

Ryosuke Kita,
Aya Yoshino,et

al.

歯科口腔外科

Primary intraosseous
squamous cell carcinoma with

pagetoid spread arising in
periapical odontogenic

epithelium of the maxilla

Med Mol Morphol
[10.1007/s00795-024-
00418-8.、2024], 2024

Epub 2025 Jan 10.

Original Article

2

Maruta G,
Maeoka H,

Tsunoda T,  et
al.

麻酔科

RAD52-mediated repair of
DNA double-stranded breaks
at inactive centromeres leads
to subsequent apoptotic cell

death.

Nucleic Acids Res. 2024
Nov 27;52(21):12961-
12975. Published: 03

October 2024

Original Article

3

Yanagihara T,
Hata K,

Matsubara K, et
al.

呼吸器内科

Exploratory mass cytometry
analysis reveals

immunophenotypes of cancer
treatment-related

pneumonitis.

Elife. 2024 Apr 12；12:
RP87288

Original Article

4
Ebi N, Inoue H,
Igata F, et al.

呼吸器内科

Clinical Association Between
Immune-related Adverse
Events and Treatment

Efficacy in Patients With
Non-small-cell Lung Cancer
Treated With Nivolumab-

Ipilimumab-based Therapy.

Anticancer Res. 2024 Jul;
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4

5

6 　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択するこ
と。

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術
の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発
表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載
すること。　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読の
ある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を
附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行ってい
る場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象
に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載
し、それ以上は、他、またはet al.とする。

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載する
こと。　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of
printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と
明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）



(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）
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Review



23 菅原裕子 精神神経科

治療抵抗性双極性障害への
アプローチ　特集「治療抵抗
例・難渋例の精神疾患治療

Update」

臨床精神薬理
27:457-463,2024 5月

Review

24 菅原裕子 精神神経科

うつ病治療中に双極性障害を
疑う際の薬物療法のポイント

特集－こんなときどうする？い
まさら聞けないうつ病治療に
おける薬物療法－虎の巻

精神科治療学
39(8):845-849,2024 8月

Review

25
田上真次、小林
克治、角　典哲、

他
精神神経科

精神運動性焦燥や希死念慮
が前景に立つ大うつ病性障害
に気分安定薬の投与を先行し

抗うつ薬で改善した3症例

精神科治療学
40（1）;97-104,2025 1月

星和書店
Review 小計13件

26 衞藤　暢明 精神神経科
自殺．特集 思春期医療に向
き合う〜苦手意識からの脱却

小児内科
56(9),1419-1422, 2024 9

月
Review

27
福本　健太郎,稲
田　健,村岡　寛

之,　他
精神神経科

Individual Fitness Score（IFS）
による治療ガイドライン一致率
の評価　臨床での活用に向け

て

精神医学
66巻9号　2024年9月

Review

28 横山浩之 精神神経科
デイケアにおける運動・スポー
ツ―体育療法の技法を通して

―

スポーツ精神医学
2024：21：14-18 9月

Review

29 菅原裕子 精神神経科

第2章現場で出会う症状のア
セスメントと初期治療・ケア　8
怒り/サイコネフロロジー診療

ガイド

株式会社メディカ出版
2024, 59-62 4月

Others

30 Hikaru Hori 精神神経科

Inter-rater reliability study of
the Japanese version of the
diagnostic clinical interview

for drug withdrawal post
SSRIs or SNRIs（DID-W1-J）

Psychiatry
Clin.Neurosci.Rep.2025:4;

e70050. 1月8日
Others

31
Hirofumi

Hirakawa,Hikaru
Hori,他

精神神経科
Editorial : Bipolar disorder
and congnition : cognitive

decline and dementia

frontiers in Psychiatry
13-Feb-25

Others

32
飯田 仁志（分

担）
精神神経科

医師・看護師のための　認知
症プライマリケアまるごとガイド
最新知識に基づくステージア

プローチ

中央法規出版
pp.51-53, 81-87, 2024 4

月
Others

33
益永拓也、田浦
政彦、木村翔

一、他
福岡大学病院

当科における口腔癌術後の
嚥下障害に関する臨床的研

究

耳鼻と臨床 70(5):248-254
2024 9月

Original Article

34
宮城慎平、瓜生
英興、青谷亜由

美、
福岡大学病院

当院での甲状腺未分化癌症
例の検討

耳鼻と臨床 70(6):335-342
2024 9月

Original Article



35
榊　和哉、田浦
政彦、木村翔

一、他
福岡大学病院

再生不良性貧血を合併した下
咽頭癌の１例

耳鼻と臨床 70(3):144-149
2024 9月

Original Article

36 髙松泰
腫瘍・血液・感染症内

科

びまん性大細胞型B細胞リン
パ腫の国際予後指標(NCCN-

IPI)

胃と腸
59(4)増大号:
623,2024.4.25

Review

37
武田　由香、松
尾　早希子、志
賀　悠平、他

栄養部
心不全ハイリスク患者の心臓リ
ハビリテーションにおける管理

栄養士の介入と療養支援

臨牀と研究
2024年7月；101(7):877-

880
Original Article

38
野瀬　 大補、井
林　 雄太、今泉

聡、他
循環器内科

医療従事者による地域の小・
中学生へむけた教育連携事

業の取り組み

臨牀と研究
2024年4月；101(4):484-

487
Original Article 小計13件

39
藤田政臣、手島
礼子、中島夕

楓、他
リハビリテーション部

重症下肢虚血症例に対する
和温療法における理学療法

士としての役割

和温療法学会誌
2024年11月；2:19-25

Original Article

40
手島礼子、藤見
幹太、末松保

憲、他
リハビリテーション部

経カテーテル大動脈弁植え込
み術後のフレイル・身体機能

へ影響を与える因子

臨牀と研究
2025年1月；102(1)：75‐79

Original Article

41
児島加奈子,瀬
戸上貴資,伊東

和俊　他
小児科

ヒトパピローマウイルス（HPV：
Human papillomavirus）ワクチ
ン接種を促進するための検
討：福岡大学でのアンケート

調査の結果を基に

思春期学
42(2)；

353-363　2024
8月

Original Article

42
松岡美智子,石
井隆大,永光信

一郎　他
小児科

精神疾患患者を親にもつ子ど
もへのインタビュー調査

子どもの心とからだ33(3);
298-306　2024 11月 Original Article

43
宗近瑞希,八ツ
賀秀一,林仁美

他
小児科

COVID-19流行下の受診控え
により相対的亜鉛過剰による
銅欠乏性貧血をきたした医療

的ケア児の1例

小児内科
56(4);

723-725　2024 4月
Case report

44
岡田 真人, 丸山
大地, 武谷 一徹

他
小児科

知的運動退行を伴うけいれん
発作,情動脱力発作を呈し,新
生児期の肝障害の既往を契

機にNiemann-Pick病C型の診
断に至った9歳男児

脳と発達
56(3)；

225　2024 6月
Case report

45
桑原 豪, 和田

秀一
心臓血管外科

【浮腫性疾患を極める-鑑別
診断から治療・指導まで-】局
所性浮腫　深部静脈血栓症

臨床と研究 2024.9.23 ;
101(10) : 1232-1236

Review

46 和田 秀一 心臓血管外科

【動脈・静脈の疾患2024(上)-
最新の診断・治療動向-】動

脈・静脈疾患(四肢,体幹)下肢
静脈瘤　病因と病態

動脈・静脈の疾患2024(上)

日本臨床 2024.6.30. ; 82
増刊4 : 333-336

Review



47

Nobuyuki
Nakamura, Taiki
Emoto, Yuichiro
Fukuhara,et al.

腎泌尿器外科
Factors related to nocturia-
specific quality of life in renal

transplantation patients

LUTS,16(3):
e12517,2024.5

Original Article

48
宮﨑 健, 麻生

信太郎, 立花 昌
寛  他

腎泌尿器外科

ロボット支援腹腔鏡下腎盂形
成術の安全性と有用性の検
討 - 腹腔鏡下腎盂形成術と

の比較

Japanese Journal of
Endourology and

Robotics,37(1): 131-136、
2024．7

Original Article

49
羽賀　宣博、坪
内　和女、江本

大紀　他
腎泌尿器外科

治療の実際　ここだけは押さ
えたい！排尿障害の診断と治

療

臨床と研究,101(9): 1167-
1172,2024.9

Review

50
松尾勇輝、松﨑
洋吏、財前俊宏

他
腎泌尿器外科

術前の針生検で確定診断が
得られなかった成人発症腎芽

腫

西日本泌尿器科,87(2):
73-77,2024.12

Case report

51
羽賀 宣博、江本
大紀、立花 昌寛

他
腎泌尿器外科

各論 5 腎泌尿器疾患（診断と
治療）　14.過活動膀胱

腎と透析,97 (増刊) : 481-
486,2024.12

Review 小計13件

52 中村信之 腎泌尿器外科 貧血治療は科学である
九州人工透析研究会誌,

8: 103-110,2024.12
Review

53 Kyosuke Goto リハビリテーション部

The Significance of Off-
Season Tailor-Made Baseline

Measurements in the
Assessment of Post-

Concussion in University
Athletes

Brain sciences
14(8):835,2024 7月

Original Article

54 Kyosuke Goto リハビリテーション部

Association between Age
Group at Initial Ankle Sprain

and Athletic History in
Patients with Chronic Ankle

Instability

Biomed J Sci & Tech Res
58(5):50912-50921,2024 9

月
Original Article

55
柴田稜子、尾崎
智美、中村翼ほ

か
腎臓・膠原病内科

メトホルミン大量内服患者に対
して血液透析を実施した一

例．

腎と透析98 (1): 122-125,
2025 1月

Case report

56
櫻井裕子，宮崎
健，多田和弘ほ

か.
腎臓・膠原病内科

死戦期の急性腎障害のため
移植の適応判断に苦慮した
脳死下献腎移植の一例．

九州人工透析研究会誌8:
42-46, 2024 12月

Case report

57 升谷耕介 腎臓・膠原病内科 移植後感染症．
腎と透析96 (5): 688-693,

2024 5月
Review

58
宇都　誠志，安
高　勇気，濵走

優人，他
福岡大学病院薬剤部

リフィル処方箋の現状調査と
病院経営面への影響

日本病院薬剤師会雑誌，
60巻，402-407,2024年4月

Original Article



59
井上　竜一，角
康隆，長郷　あ

かね，他
福岡大学病院薬剤部

外来がん薬物療法における病
薬連携の取り組みに対する非
高齢者および高齢者の患者

満足度に関する比較

医療薬学，50巻，219-
227，2024年5月

Original Article

60
柿本　秀樹，大
倉野　将広，長
郷　あかね，他

福岡大学病院薬剤部

がん薬物療法における過敏正
反応予防薬である第二世代

抗ヒスタミン薬に関する後方視
的調査

癌と化学療法，51巻，631-
635，2024年6月

Original Article

61
大藪　康平，安
高　勇気，舌間

清晃，他
福岡大学病院薬剤部

睡眠薬を服用している高齢者
と非高齢者に対するレンボレ
キサント導入に関する後方視

的調査

日本老年薬学会雑誌，7
巻，34-39，2024年6月

Original Article

62
江川　優香，内
山　将伸，江越

菜月，他
福岡大学病院薬剤部

がん悪液質患者におけるアナ
モレリンの投与継続に関連す
る因子の探索：単施設後ろ向

き研究

薬学雑誌，144巻，767-
774，2024年7月

Others

63
井上　菜月，内
山　将伸，江川

優香，他
福岡大学病院薬剤部

アナモレリン塩酸塩の有効性
および安全性に関する調査研

究

日本臨床腫瘍薬学会雑
誌，38巻，1-6，2024年10

月
Others

64
大塚　誠，田渕
知佳，濵走　優

人，他
福岡大学病院薬剤部

福岡大学病院における薬剤ア
レルギー歴登録の現状

九州薬学会雑誌，78巻，
57-62，2024年10月

Original Article 小計13件

65
池内　忠宏、神

村　英利
福岡大学病院薬剤部

病院薬剤師の人材確保に向
けた病院見学会の試み～薬
剤師レジデントを志望する薬
学生へのアンケート調査～

社会薬学，43巻，76-81，
2024年12月

Others

66
 五十嵐　保陽，
大津　友起，西

真理子，他
福岡大学病院薬剤部

A survey on the attitudes of
pharmacy students at

Fukuoka University Hospital
toward organ transplantation

treatment

薬学教育，8巻，235-241，
2025年1月

Original Article

67
吉松 軍平，塩川
圭一，竹下 一

生，他

再生医療センター、消
化器外科

【JSES技術認定取得をめざせ
2025】大腸　ロボット支援S状

結腸切除術

臨床外科、79(13): 1368-
1378,　2024年12月

Review

68
横溝　久,

川浪　大治
内分泌・糖尿病内科

糖尿性腎症に関する現状と今
後の展望

日本体質医学会誌
86(2)：87-95,

2024年6月30日
Review

69 川浪大治 内分泌・糖尿病内科
慢性腎臓病合併2型糖尿病に
おけるGLP-1受容体作動薬の
腎アウトカム：日本からの展望

新薬と臨床
73(8) ：736-758,
2024年8月10日

Review

70 髙士祐一 内分泌・糖尿病内科

副甲状腺とカルシウムミネラル
代謝、FGF23関連低リン血症
性くる病・骨軟化症とリン感知

機構

医学のあゆみ
290(9):716-721,
2024年8月31日

Review

71
Tega J, Horio Y,
Suzuki K,et al.

脳神経外科

thrombectomy for left internal
carotid artery occlusion with

ipsilateral dual accessory
middle cerebral arteries

Acta Neurochir (Wien).
2024 Nov.

Case report



72
天野真太郎, 山
城慧, 福本博順

他
脳神経外科

術前シミュレーションにおける
３次元コンピューターグラ

フィックスシミュレーションソフト
と手術イラストの比較検討

脳神経外科速報・2025年3
月

Case report

73
Sanada K,

Tanaka J, Ohta
H, et al.

福岡大学病院

Outcomes of Balloon
Kyphoplasty for Vertebral
Compression Fractures in

Patients with Diffuse
Idiopathic Skeletal

Hyperostosis at the Distal
End or Adjacent Vertebra of

the Fused Segments

Asian Spine J2024
Apr;18(2): 244-250.

Original Article

74
Fujita J, Doi N,
Kinoshita K, et

al.

福岡大学医学部整形
外科

Incidence and clinical
outcome of lateral femoral

cutaneous nerve injury after
periacetabular osteotomy.

Bone Joint J. 2024 May
1;106-B(5 Supple B):11-

16.
Original Article

75

Sato T, Yamate
S, Utsunomiya
T, Inaba Y, et

al.

九州大学整形外科

Life Course Epidemiology of
Hip Osteoarthritis in Japan: A
Multicenter, Cross-Sectional

Study.

J Bone Joint Surg Am.
2024 Jun 5;106(11):966-

975.
Original Article

76

Yoshimura F,
Matsunaga T,

Kinoshita K, et
al.

福岡大学病院

Assessment of the Hip Flexor
Muscles Shortly after Curved

Periacetabular Osteotomy
using Magnetic Resonance

Imaging.

J Arthroplasty.2024
Jun;39(6):1450-1454.

Original Article

77
Kobayashi S,

Miyake S,
Shibata T, et al.

福岡大学病院

Risk of Axillary Nerve Injury
With Medial Support Screws
in Intramedullary Nails: An

Anatomical Study

Cureus2024 Jul
8;16(7):e64119.

Original Article 小計13件

78

Hara J,
Maeyama A,

Ishimatsu T, et
al.

福岡大学病院
A Morphological Study of

Distal Femoral Varus
Deformity.

Cureus. 2024 Jul
18;16(7):e64822.

Original Article

79
Tomonaga S,
Yoshimura I,

Hagio T, et al.
福岡大学病院

Return to Sports Activity
After Microfracture for

Osteochondral Lesion of the
Talus in Skeletally Immature

Children.

 Foot Ankle Int. 2024
Jul;45(7):711-722.

Original Article

80

Kudo Y,
Maeyama A,

Ishimatsu T, et
al.

福岡大学病院

Patellar height changes
sequentially after medial open
wedge high tibial osteotomy:
Evaluation using shear wave

elastography

J Orthop Sci. in press2024
Aug 13:S0949-

2658(24)00148-9.
Original Article

81

Miyazaki K,
Maeyama A,

Matsunaga T, et
al.

福岡大学病院

Pathophysiology of abnormal
compensation ability of the
subtalar joint in the varus

knee.

J Orthop Sci.2024
Sep;29(5):1259-1264.

Original Article

82

Doi K,
Moazamian D,

Namiranian B, et
al.

福岡大学医学部整形
外科

The Correlation between the
Elastic Modulus of the

Achilles Tendon Enthesis and
Bone Microstructure in the

Calcaneal Crescent.

Tomography. 2024 Oct
10;10(10):1665-1675.

Original Article

83

Kinoshita K,
Fujita J,

Matsunaga T, et
al.

福岡大学病院

Use of oblique view in
periacetabular osteotomy and
delayed postoperative weight
bearing reduce delayed union
in the ischium after one year

Sci Rep2024 Oct
10;14(1):23720.

Original Article



84

Miyake S,
Shibata T,

Kobayashi S, et
al.

福岡大学病院
Risk Factors for High Repair
Tension During Rotator Cuff

Repair.

Orthop J Sports Med.
2024 Oct

9;12(10):23259671241276
445.

Original Article

85
Shibata T, Doi

N, Shibata Y, et
al.

福岡大学医学部整形
外科

Application of indocyanine
green fluorescence

angiography in evaluating
blood flow in rotator cuff
tears: a preliminary study

J Shoulder Elbow
Surg2024

Oct;33(10):2149-2158.
Original Article

86
Suzuki M,
Masuda T,

Kanno T, et al.

福岡大学医学部整形
外科

Minimum 10-Year
Survivorship of Uncemented
Acetabular Reconstruction
With Bulk Femoral Head

Autografting in Crowe Type
IV Developmental Hip

Dysplasia.

J Arthroplasty.2024
Oct;39(10):2542-2546.

Original Article

87

Kinoshita K,
Fujita J, Seo H,
Matsunaga T, et

al.

福岡大学病院

Should discontinuity of the
osteotomy site 1 year after
periacetabular osteotomy be
diagnosed as delayed union

and not non-union? 

J Orthop Sci. 
In press2025

Jul;30(4):633-639.
Original Article

88
Minokawa S,
Shibata Y,

Shibata T, et al.
福岡大学筑紫病院

Bone formation of the
coracoid bone graft after the
Bristow procedure assessed

using three-dimensional
computed tomography.

J Orthop Sci. 2024
Nov;29(6):1382-1388.

Original Article

89
Maeyama A,
Kondo M,

Harada H, et al.
福岡大学病院

Efficacy and safety of
baricitinib in rheumatoid
arthritis patients with

moderate renal impairment: a
multicenter propensity score

matching study.

BMC Rheumatol. 2024
Dec 18;8(1):69.

Original Article

90
Takuaki

Yamamoto,
Woo-Lam Jo

福岡大学医学部整形
外科

The Pathology of
Osteonecrosis of the Femoral

Head

OsteonecrosisFirst
Online: 18 January 2025

pp 209–217
Original Article 小計13件

91

Takuaki
Yamamoto, Goro

Motomura,
Ryosuke

Yamaguchi

福岡大学医学部整形
外科

The Role of Coagulopathy in
the Pathogenesis and

Prevention of Corticosteroid-
Induced Osteonecrosis

OsteonecrosisFirst
Online: 18 January 2025

pp 331–336
Original Article

92
Takuaki

Yamamoto,
Satoshi Ikemura

福岡大学医学部整形
外科

Transtrochanteric Curved
Varus Osteotomy for the

Treatment of Osteonecrosis
of the Femoral Head

OsteonecrosisFirst
Online: 18 January 2025

pp 435–442
Original Article

93
Uesugi Y, Sakai
T, Ando W, et

al.
金城学院大学

A Five-Yyear Longitudinal
Assessment of Quality of Life

in Patients Who Have
Osteonecrosis of the Femoral
Head Undergoing Total Hip
Arthroplasty. A Multicenter

Study.

J Arthroplasty2025 Jan
15:S0883-5403(25)00017-

8.
Original Article

94

Ogasawara M,
Tanaka H,

Tsukano H, et
al.

福岡大学病院

Incidence and Risk Factors of
Ulnar Neuropathy After the
Surgical Treatment of Distal

Humeral Fractures

Cureus2025, 17(3):
e81506. eCollection 2025

Mar.
Original Article



95
Matsunaga K,
Miyake S, Izaki

T, et al.
福岡大学病院

Serial Magnetic Resonance
Arthrography for a

Midsubstance Capsular Tear
in a Patient With Traumatic
Anterior Shoulder Instability

Cureus2024 Apr
29;16(4):e59247.

Case report

96

Yoshimura F,
Doi K,

Kinoshita K, et
al.

福岡大学病院

Corticosteroid-associated
osteonecrosis of the femoral

head in an 87-year-old
patient following treatment for

COVID-19-associated
pneumonia: A case report.

Skeletal Radiol.2024
Dec;53(12):2741-2744.

Case report

97

Yamasaki Y ,
Maeyama A ,

Takeuchi M, et
al.

福岡大学病院

Bilateral Snapping Knee in a
Patient with Rheumatoid

Arthritis Accompanied by Sjö
gren’s Syndrome - A Case

Report

Journal of Orthopaedic
Case Reports 2024
Dec:14(12): 18-21

Case report

98

Koga M,
Maeyama A,

Ishimatsu T, et
al.

福岡大学病院
A case of high tibial

osteotomy in a patient with
psoriatic arthritis

Mod Rheumatol Case
Rep.2025 Jan 23:rxaf007.

Case report

99
荒巻ちひろ、山
口和記、今福信

一
皮膚科

活性型ビタミンD3外用薬によ
り高カルシウム血症を生じた

尋常性乾癬の1例

西日本皮膚科86（2）：136-
142, 2024 4月

Case report

100
吉村麻衣、大賀
保範、今福信一

皮膚科
好酸球性心筋炎を併発した好
酸球性多発血管炎性肉芽腫

症の1例

西日本皮膚科86（3）：223-
228，2024　6月

Case report

101
髙野彩加、佐藤
絵美、筒井ゆ

き、その他
皮膚科

再発性多発軟骨炎と大球性
貧血を来し、遺伝子検査にて
診断し得たVEXAS症候群の1

例

西日本皮膚科86（3）：243-
246，2024 6月

Case report

102
荒巻ちひろ、伊
藤宏太郎、今福

信一
皮膚科

乳児時から長期間観察し、
COVID-19感染後に使用した
セクキヌマブで安定した小児

乾癬の1例

西日本皮膚科86（4）：373-
379，2024　8月

Case report

103
大久保和貴子、
柴山慶継、古賀
佳織、その他

皮膚科
未治療のアトピー性皮膚炎患
者に発症した感染性心内膜

炎の1例

西日本皮膚科86（4）：395-
400，2024 8月

Case report 小計13件

104 佐藤圭亮 放射線科
6) 胆道系・膵MRI　Q50： 結石
症をどのように撮像・読影しま

すか？

MRI一問一答  撮像法選
択と読影に“必ず”役立つ
基礎知識　（編）平井俊
範・工藤與亮・堀　正

明,p.250-251　株式会社
Gakken 2024.07

Others

105 高山幸久 放射線科
5) 肝MRI　Q43： MRIで肝線
維化はわかるのでしょうか？

MRI一問一答  撮像法選
択と読影に“必ず”役立つ
基礎知識　（編）平井俊
範・工藤與亮・堀　正

明,p.233-235　株式会社
Gakken 2024.07

Others



106 高山幸久 放射線科
6) 胆道系・膵MRI　Q53： 胆嚢
癌をどのように撮像・読影しま

すか？

MRI一問一答  撮像法選
択と読影に“必ず”役立つ
基礎知識　（編）平井俊
範・工藤與亮・堀　正

明,p.256-257　株式会社
Gakken 2024.07

Others

107
藤光律子、吉満

研吾
放射線科

特集／日常診療での超音波
検査のおさえどころ：　超音波

検査の要点と盲点
臨牀と研究,2024.07 Original Article

108
高山幸久、村山
僚、田中慎二、

他
放射線科

画像診断と病理：
MASLD/MASHに対する

PDFFの診断能－
NAFLD/NASHのMRIによる診

断能に関する知見を基に

肝臓クリニカルアップデー
ト10(2)： 207-210.2024.10

Original Article

109
中原　孝、村山
僚、佐藤圭亮、

他
放射線科

高度嚢胞変性と急速増大を呈
し破裂に至った胃GISTの1例

臨床放射線69(6): 867-
872,2024.11

Case report

110
高山幸久、村山
僚、田中慎二、

他
放射線科

【肝胆膵のcommon diseaseに
みる非典型的画像所見】　限

局性結節性過形成

画像診断,44(12）:　1154-
1162,2024.09

Original Article

111

眞鍋友輔、佐藤
圭亮、高山幸

久、他
放射線科

Desmoplastic small round cell
tumorの2例　CT/MRI所見

臨床放射線,69(3): 387-
392,2024.05

Case report

112
高山幸久、村山
僚、田中慎二、

他
放射線科

【読影のお作法-連続画像スラ
イスで追う腹骨盤部急性疾患

の診断-】
急性疾患：胆管・胆嚢（急性胆
管炎、irAE硬化性胆管炎、急
性胆嚢炎、胆嚢十二指腸瘻、

胆石イレウス）

臨床画像,41（2）: 136-
146,2025,02

Original Article

113 小川　正浩 福岡大学病院 心室期外収縮の検査と治療
日本臨床検査医学会

誌.2024 May; 72(5)：403-
40

Review

114 小川　正浩 福岡大学病院
心室期外収縮/非持続性心室

頻拍

日本臨牀　増刊号 不整脈
診療学. 2025 Jan; 83：

336-34
Others

115
白石武史、宮原
聡、早稲田龍一

他

呼吸器・乳腺・小児外
科

(臓器移植医療セン
ター）

肺外科における再手術～残
肺全摘術における血管処理

～.

肺癌.
64(3): 227-228,2024 6月

Original Article

116
小野周子、田中
益美、吉永康照

他

呼吸器・乳腺・小児外
科

乳房血管肉腫の2例 - 原発性
と続発性の経験 -.

乳癌の臨床.
39/5；435-443,2024 10月

Case report 小計13件

117
早稲田龍一、佐

藤寿彦
呼吸器・乳腺・小児外

科

福岡大学における働き方改革
時代に対応した呼吸器外科

手術教育-新世代の模擬臓器
が可能にするサステナブルな

手術修練-

胸部外科.
77（7）：546-549,2024 7月

Review 総計117件



 (様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

・福岡大学人を対象とする研究倫理審査委員会標準業務手順書 

・福岡大学人を対象とする研究倫理審査委員会の審査事項、迅速審査事項及び報告事項 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

・福岡大学 利益相反に関する規程 

・福岡大学 臨床研究に係る利益相反ポリシー 

・福岡大学 臨床研究に係る利益相反マネジメント委員会に関する内規 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年1回 

 ・研修の主な内容 

・人を対象とする生命科学・医学研究に関する倫理指針について 

・利益相反（COI）について 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

内科専攻医研修プログラムに基づく研修 

消化器内科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

呼吸器専門研修プログラムに基づく研修 

精神科専門医 研修プログラム 

小児科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

呼吸器・乳腺内分泌・小児外科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

整形外科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

福岡大学形成外科専門研修プログラムに基づく研修 

脳神経外科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

心臓血管外科後期臨床研修プログラム 

皮膚科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

腎泌尿器外科 専門研修施設群専門研修プログラムに基づく研修 

産婦人科後期臨床プログラムに基づく研修 

眼科研修プログラムに基づく研修 

福大病院耳鼻咽喉科専門研修プログラムに基づく研修 

放射線科領域モデル専門研修プログラム 2024 年度 

腫瘍･血液･感染症内科後期臨床研究プログラムに基づく研修 

内科専門医研修プログラムに基づく研修 

腎臓・膠原病内科後期臨床研修プログラムに基づく研究 

内科後期臨床研究プログラムに基づく研究 

脳神経内科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

消化器外科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

麻酔科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

歯科口腔外科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

救命救急センター 後期臨床研修プログラムに基づく研修 

小児科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

日本プライマリ・ケア連合学会 後期研修プログラム 

日本専門医機構 総合診療専門医プログラム 

病理専門研修プログラムに基づく研修 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数   164.3 人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

三浦 伸一郎 循環器内科 教授 31年  

平井 郁仁 消化器内科 

内視鏡部 

診療部長 33年  

藤田 昌樹 呼吸器内科 診療部長 38年  

堀  輝 精神神経科 診療部長 22年  

永光 信一郎 小児科 診療部長 36年  

佐藤 寿彦 呼吸器・乳腺内分泌・小 診療部長 27年  



児外科 

山本 卓明 整形外科 主任教授 35年  

高木 誠司 形成外科 診療部長 30年  

安部 洋 脳神経外科 診療部長 29年  

和田 秀一 心臓血管外科 診療部長 34年  

今福 信一 皮膚科 診療部長 33年  

羽賀 宣博 腎泌尿器外科 診療部長 28年  

四元 房典 産婦人科 診療部長 22年  

内尾 英一 眼科 診療部長 30年  

坂田 俊文 耳鼻咽喉科 診療部長 39年  

高山 幸久 放射線科 診療部長 26年  

髙松 泰 腫瘍･血液･感染症内科 診療部長 38年  

川浪 大治 内分泌・糖尿病内科 診療部長 27年  

升谷 耕介 腎臓・膠原病内科 診療部長 21年  

馬場 康彦 脳神経内科 診療部長 27年  

長谷川 傑 消化器外科 診療部長 21年  

秋吉 浩三郎 麻酔科 診療部長 29年  

近藤 誠二 歯科口腔外科 診療部長 33年  

仲村 佳彦 救命救急センター センター長  21年  

鍋島 茂樹 総合診療科 診療部長 35年  

濱﨑 慎 病理診断科 診療部長 29年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

患者急変時の対応（救急蘇生法・AED演習） 

 ・研修の期間・実施回数 

各研修 1時間、27回/年 実施 

 ・研修の参加人数 

  312名 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

・研修の主な内容     

多職種合同オリエンテーション・接遇マナー研修 

 ・研修の期間・実施回数  

令和6年度4月実施 

 ・研修の参加人数     

   約100名 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5)  
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ②．現状  
管理責任者氏名 病院長 三浦 伸一郎 

  管理担当者氏名 庶務課長 田中 智         医事課長 西 良子 
医療情報部事務室長 阿部 嘉礼   放射線部技師長 上野 登喜生 
薬剤部長 神村 英利 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 庶務課 当院の診療記録は一患
者一番号で管理を行っ
ており、入院診療記録に
ついてはターミナルデ
ジット方式、外来診療記
録については患者番号
順で保管している。平成
21年8月5日から電子カ
ルテシステムを導入し
ているが、同意書や入院
診療計画書、退院サマリ
などの紙保管が必要な
ものについては、紙運用
時と同様に保管してお
り、令和4年3月のタイム
スタンプ導入後は全て
電子カルテ上に保存し
ている。 
なお、入院・外来診療記
録共に、最終来院日から
10年経過したものは廃
棄し、タイムスタンプ取
込み後の紙については、
6か月保管後廃棄として
いる。 
また、個人情報を厳格に
管理するため、平成29
年6月1日に「診療記録取
扱内規」を改正し、紙の
診療記録の貸出を禁止
し、閲覧にて対応してい
る。 
 
処方箋について 
処方箋（紙媒体）として
3年間保管 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 手術部 
看護記録 看護部 
検査所見記録 臨床検査・輸血部 
エックス線写真 放射線部（電子保管） 
紹介状 地域医療連携センター 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医療情報部 

 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条

の
三
第
三
項
に
掲

げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 庶務課 先進医療実績報告（帳簿
管理） 
紙媒体で帳簿管理、また
データ保管 

高度の医療の提供の実績 庶務課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

庶務課 

高度の医療の研修の実績 庶務課 
閲覧実績 庶務課 
紹介患者に対する医療提供の実 地域医療連携センター 



 
 

績 
入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理部 
 
 

 
医療安全管理部にて一
括管理 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全管理部 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理部 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理部 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 医療安全管理部・感染制
御部にて一括管理 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染制御部 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染制御部 
医療安全管理部 
庶務課 

医療安全管理部・感染制
御部・庶務課にて一括管
理 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 医療安全管理部・感染制
御部にて一括管理 

 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

医療安全管理部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

医療安全管理部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

医療安全管理部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

医療安全管理部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

臨床工学センター 臨床工学センターにて
一括管理 
以下の項目、上記に同じ 従業者に対する医療機器の安全

使用のための研修の実施状況 
臨床工学センター 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学センター 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学センター 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全管理部 医療安全管理部・感染
制御部にて一括管理 
 専任の院内感染対策を行う者

の配置状況 
感染制御部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医療安全管理部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療安全管理部 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療情報部 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理部 医療安全管理部・感染
制御部にて一括管理 

 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療安全管理部 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療安全管理部 

監査委員会の設置状況 医療安全管理部 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全管理部 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療安全管理部 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療安全管理部 

職員研修の実施状況 医療安全管理部 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療安全管理部 

管理者が有する権限に関する
状況 

庶務課 
 

 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

庶務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

庶務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　　0　　　　件

国 延　　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　　0　　　　件

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・病院西別館　3階B会議室

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

庶務課長　田中　智　　　医事課長　西　良子
医療情報部事務室長　阿部　嘉礼

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

　閲覧の手続の概要
閲覧を希望の際には、庶務課へ申請を行い、閲覧室である病院西別館３階Ｂ会議室にて閲覧を行う。

　閲覧責任者氏名 事務長　川野　耕

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
１．安全管理に関する基本的考え方 

 ２．安全管理のための委員会および院内の組織に関する基本事項 
 ３．安全管理のための職員研修に関する基本方針 
 ４．安全確保を目的とした改善策を講ずるための基本方針 
 ５．医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
 ６．患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
 ７．患者からの相談への対応に関する基本方針 
 ８．その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 12 回 
・ 活動の主な内容：医療安全管理委員会（1回/月） 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 36 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
１．医療安全院内教育 6 回 
２．CVCエコーガイド下穿刺ハンズオン 3 回 
３．心肺蘇生法・AED講習 27回 

 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
１．医療事故・合併症・重要インシデント事例の検討・医療安全教育の企画。 
２．医療安全管理者が抽出したインシデント事例を医療安全管理部小委員会で
検討し、改善を要するものはセーフティマネジャー会を通じて伝達している
。また、全職員に電子カルテ掲示板で会議資料を公開し、安全管理・危機管
理意識の向上に努めている。 

３．医療安全管理責任者および医療安全管理者は、事故・インシデント・合併
症発生時など、必要に応じて当事者、当該部署と個別に対応し指導する。特
に重要事例に関しては、検討会を開いて、迅速な対応を心掛けている。 

４．病院全体の問題として取り上げる必要がある事例は、医療安全管理委員会
に提言し、安全管理の改善に役立てる。 

５．「安全管理レポート」（毎月）と「医療安全情報」（適時）を発行し、全
職員へフィードバックおよび周知徹底を図っている。 

６．医療安全管理院内ラウンドを月１回実施し、現状把握および周知徹底を図
っている。 
 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
１．院内感染対策に関する基本的考え方  
２．院内感染対策のための委員会および院内の組織に関する基本事項  
３．感染対策に関する教育・研修に関する基本方針  
４．感染症の発生状況の報告に関する基本方針  
５．院内感染発生時の対応  
６．感染対策の閲覧に関する基本方針 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
 ・ 活動の主な内容： 
・感染対策委員会（１回／月） 
・感染制御部会議（１回／月） 
・セーフティマネジャー会（１回／月） 
・看護部部内感染対策委員会（１回／月） 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 5 回 

 
・研修の内容（すべて）： 
・医療安全院内教育 5 回 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
１.「院内感染対策のための指針」に即した院内感染対策マニュアルを整備し、遵守状況を院内各部
署のラウンドで確認している。 

２.１回／週、ICT（ICD、感染管理認定看護師（CNIC）、臨床検査技師、薬剤師の4職種）が院内各部
署のラウンドを行い、微生物ラウンド、環境ラウンドを実施している。微生物ラウンドに際して、
資料（細菌検査室で全部署直近２週間分のラウンド対象患者一覧表）を毎回準備している。 

３.感染対策支援システム（電子カルテ端末上）で毎日、血液培養陽性者、抗酸菌陽性者、新規多剤
耐性菌検出患者等の報告を確認し、部署の感染対策について情報共有している。また、毎週1回以
上、ICTミーティングを行っている。 

４.院内感染を疑う場合には適宜、感染制御部内で連携し、関係部署と調整し対応している。 
５.行政への報告対応が必要な場合には、感染制御部内で連携し、関係部署と調整し対応している。 
６.アウトブレイク等問題が発生した部署については、適宜介入し、当該部署のスタッフを対象に研
修会を開催している。アウトブレイク介入事例については、病院職員に対して電子カルテ端末上で
通知し、診療部長会、感染対策員会、セーフティマネジャー会を通じて感染対策についての周知徹
底を図っている。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 17 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
〇報道事例から学ぶ医薬品の安全管理 
〇注意すべき医薬品の取扱いについて 
〇医療安全とリスクマネジメント 
〇要注意医薬品 
〇医薬品の安全管理 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
〇医薬品の管理：各部署で手順書業務確認表を用いて使用期限や管理状況などを確認、月単位で医薬
品安全管理責任者が確認 麻薬、覚醒剤原料は業務開始時に理論在庫数と実在庫数が一致するかを確
認 
〇患者に対する医薬品の投薬指示から調剤に関する事項：注射薬払出システムおよび調剤支援システ
ムによるバーコード認証の導入 特にリスクの高い医薬品の調剤時は薬歴、病名を確認し、処方内容
を検討 
〇患者に対する与薬や服薬指導に関する事項：薬剤管理指導業務の推進 病棟薬剤業務の推進 処方
薬の管理方法を看護師と協議 
〇医薬品情報の収集・提供：医薬品情報室による情報収集と発信、副作用報告の一元管理 適応外、
禁忌などの処方に係る確認及び必要な指導 
〇他施設との連携：がん化学療法レジメンの公開 持参薬の確認および退院時指導の推進、病診薬連
携の推進 薬剤情報ネットワーク（VPCS）の活用 
 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
〇錠剤などの取り間違いを防止するため、ピッキングサポート、医薬品在庫管理システム（McHIL）
を導入した。 
〇特定生物由来製品の製造番号を正確に管理するため、特定生物由来製品管理システム（LODMAN）を
導入し、使用している。 
○医薬品関連インシデントの共有、医薬品安全管理に関する研修の実施 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 25 回 

 
 ・ 研修の主な内容：輸液、シリンジポンプの研修を新人医師、看護師を対象に医療安全管理部と

共同し実施している。 
   年２回、中途採用の医師を対象に医療機器についてのセミナーを実施している。 
   医療機器５項目（血液浄化装置、補助循環装置、人工呼吸器、保育器、除細動器）の研修を 
   実施。 
   新規購入機器の使用方法についての研修。 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容：血液浄化装置、補助循環装置、人工呼吸器、保育器、 

除細動器、輸液ポンプ、シリンジポンプ、生体情報モニタ、麻酔器、他全３６項目の 
保守点検を院内点検とメーカー点検として計画し実施している。 

 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
       
      血液浄化装置の血液量モニタの自主回収に伴い関係部署への周知と機器の交換を行なった。 
 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：特になし 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容：医療機器のインシデント情報を医療安全委員会で情報 
   共有し、各部署に対策内容を、セーフティーマネイジャー会で報告している。 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 
医療安全管理者責任者は以下のように医療安全管理部門等を統括している。 
１．病院長と連携し、医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者、医療機器安
全管理責任者の業務の管理・指導を行っている。 
２．医師・薬剤師・看護師の医療安全専従者(医療安全管理者)の業務の管理指導を行っている。 
３．専門分野責任者と連携し、各部門の医療安全を推進・指導している。 
４．医療事故発生時は、事故調査委員会、事故対策員会における病院長の支援を行い、医療安全上の
課題への対策について職員への周知、指導を行っている。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（10名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

〇薬剤部薬品情報室に終日担当者を配置して情報の整理・周知を一元化 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

〇医療安全管理部で申請を受け付け、医療倫理委員会に意見を求め、導入の可否を決定 

〇未承認薬使用症例の副作用情報等を収集し医療安全管理委員会へ報告 

〇適応外・禁忌薬使用について、調剤支援システムを用いて抽出 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師   ）  

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する規

程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：毎月診療科・部署に対してインフォームドコンセント記録を基に、説明日時・場所、同席者（医療

者・患者の家族）、患者・家族の反応等が記載されているか等の事項について監査を行っている。不

備が認められる場合はインフォームドコンセント委員会から部署に改善指導を行っている。 

 

 



 
 
 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

① 退院カルテのチェック 

退院後 14日以内に、病棟で「【入院】患者ファイル完成チェックリスト」に沿って、退院カ

ルテの紙保存分と電子カルテ作成分の量的監査を行い、入院カルテ庫へ提出する。 

入院カルテ庫では病棟でチェックされた「【入院】患者ファイル完成チェックリスト」を使用し

てダブルチェックを行い、不備があれば確認を依頼している。また、診療情報管理士が病歴管理

システム入力時にも監査を行っており、退院サマリや手術記録などに不備があれば確認・訂正を

依頼している。 

② 入院診療計画書 

毎日、入院後 6日目で入院診療計画書が電子カルテ上未提供の患者、または入院中で記載内容

に不備がある患者について「入院診療計画書（6日目作成状況一覧）」を作成し、対象病棟へ配

布している。また、翌日（入院後 7日目）は前日配布したリストを基に再度チェックを行い、未

提供の患者については診療情報管理士から病棟師長へ確認の連絡をしている。 

③ 委譲者オーダ・研修医カルテ未承認督促 

前週の金曜日までの未承認を抽出し、週１回メールにて督促。前月以前の未承認が残っている

医師を最優先で督促を行っている。 

④ カルテ自主点検 

毎月１回医師によるカルテ自主点検を行っており、他科と自科のカルテ入・外各 2名分を「カ

ルテ記載点検リスト」に基づき点検している。診療情報管理士も同じリストを使用し、評価後に

フィードバックを行っている。 

⑤ 診療情報管理士によるカルテ監査 

毎日、外来と入院中や退院翌日の患者を数名抽出し、医師の記載内容やインフォームドコンセ

ント記録など「カルテ監査チェックリスト」に基づき監査を行い、医師にフィードバックしてお

り、質的監査の向上に取り組んでいる。 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（5）名、専任（4）名、兼任（5）名 

 うち医師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（3）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

 うち看護師：専従（2）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 



 
 
 

 

医療安全管理部は、医療の安全に必要な指導、安全対策の推進、患者の相談に関する業務を行う。 

１．医療法施行規則に基づく業務 

 ア．医療安全管理委員会で用いられる資料及び議事録の作成及び保管、その他医療安全管理委員会

の庶務に関すること。 

 イ．事故等に関する診療録や看護記録等への記載が正確かつ十分なされていることの確認を行うと

ともに、必要な指導を行うこと。 

ウ．患者や家族への説明など事故発生時の対応状況について確認を行うとともに、必要な指導を行

うこと。 

 エ．事故等の原因究明が適切に実施されていることを確認するとともに、必要な指導を行うこ 

と。 

オ．医療安全に係る連絡調整に関すること。 

 カ．高難度新規医療技術導入及び未承認新規医薬品等の使用の適否を決定する担当部門としての   

   役割を担う。 

キ．その他医療安全対策の推進に関すること。 

 

２．医療安全管理委員会で決定した方針に基づく業務 

 ア．医療安全カンファレンスで用いられる資料及び議事録の作成と保管、その他医療安全カンファ

レンスの庶務に関すること。 

 イ．医療安全管理部小委員会で用いられる資料及び議事録の作成と保管、その他医療安全管理部小

委員会の庶務に関すること。 

 ウ．セーフティマネジャー会で用いられる資料及び議事録の作成と保管、その他セーフティマネジ

ャー会の庶務に関すること。 

エ．事例検討会で用いられる資料及び議事録の作成と保管、その他事例検討会の庶務に関するこ 

と。 

オ．患者および家族からのご意見・ご要望相談（医療紛争を除く）の対応に関すること。 

 カ．相談内容に応じた関係部署及び関係機関との連絡調整に関すること。 

 キ．その他医療安全管理部長が必要と認めた業務に関すること 

・H28年 4月から毎月手術時の血栓予防策実施状況、インフォームドコンセントの実施状況、輸血時

の PDA認証状況等についてモニタリングを行い、診療状況の把握に努めている。 

・院内ラウンドを毎月実施し、職員の医療安全に関する意識を把握し、意識向上のための方策を検 

討している。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（4件）、及び許可件数（4件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

１．診療科の長から高難度新規医療技術の提供の適否について申請を受理したときは、申請の内容を

確認するとともに、高難度新規医療技術評価委員会に対し、当該高難度新規医療技術の提供の適否、



 
 
 

 
実施を認める条件等について意見を求める。 

２．評価委員会の意見を踏まえ、当該高難度新規医療技術の提供の適否等を決定し、申請を行った 

 診療科の長に対し、その結果を適否結果通知書により通知する。 

３．当該高難度新規医療技術が適正な手続きに基づいて提供されているかについて、定期的及び術後

の患者が死亡した場合、その他必要と認められるときは、診療録等の記載内容を確認する。 

４．高難度新規医療技術の提供が適正な手続きに基づいていたかについて、医療提供者の遵守状況の

確認を行う。 

５．高難度新規医療技術の提供の適否等について決定したとき、及び医療提供者の遵守状況について

確認したときは、その内容を病院長に報告する。 

６．高難度新規医療技術提供の評価に関する資料、議事録及び遵守状況確認記録は確認の日から５年

間保存する。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（2件）、及び許可件数（2件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

１．担当部門の長は、診療部長から未承認新規医薬品等の使用の申請があったときは、当該申請の内

容を確認するとともに、未承認新規医薬品等評価委員会に対し、当該未承認新規医薬品等の使用の

適否、使用条件等について意見を求める。 

２．担当部門の長は、委員会の意見を踏まえ、未承認新規医薬品等の使用の適否、使用条件等につい

て決定し、申請のあった診療部長に対しその結果を通知する。 

３．未承認新規医薬品等が適正な手続きに基づいて提供されているかについて、定期的及び術後の患

者が死亡した場合、その他必要と認める場合には診療録の記載内容を確認する。 

４．未承認新規医薬品等が適正な手続きに基づいて提供されていたかについて、従業者の遵守状況の

確認を行う。 

５．未承認新規医薬品等の提供の適否等について決定した場合及び従業者の遵守状況について確認し

た場合は、その内容を病院長に報告する。 

６．未承認新規医薬品等の評価に関する審査資料、議事録及び遵守状況確認記録は、確認の日から 5

年間保存しなければならない。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 



 
 
 

 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 338件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 77件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

診療科に対して、全死亡事例について「死亡・死産事例報告書」の医療安全管理部への提出を義 

務付けている。また、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったものとして特定機 

能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したときは、特異事例として当該事象の発生の事 

実及び発生前の状況に関して速やかな報告を求めている。 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名： 国立循環器病研究センター、関西医科大学附属

病院 ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名： 国立循環器病研究センター、関西医科

大学附属病院 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

訪問側の所見及び受入れ側の改善策を記載した相互ラウンド実施報告書を作成し、相互に内容を確認

している。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

当該部署及び医療安全管理部で対応する。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

別紙参照 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 



 
 
 

 

・研修の実施状況 

 ・特定機能病院管理者研修 

 ・日本病院会医療安全管理者養成講習会（アドバンスドコース） 

 ・国公私立大学附属病院医療安全セミナー 

 ・医薬品安全管理者等講習会 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

公益財団法人日本医療機能評価機構「病院機能評価(3rdG;Ver.3.0) 

 令和 6年 9月 24日～26日 受審 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

福岡大学病院ホームページで公表 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

指摘事項の改善 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



予定日
On Demand
視聴期間

時間
対象
定員

単位 テーマ予定 場所

第1回
4月25日（木）

～5月15日（水）

30分

30分
全職員

安全

感染

　　「医療安全2024」
　　　　講師：秋吉　浩三郎（医療安全管理部部長）

　　「感染制御2024」
　　　　講師：戸川　温（感染制御部長）

On
Demand

第2回
5月15日（水）

～5月29日（水）
50分 全職員 安全

　
　  「医療安全の倫理的側面」
　　　　講師：今泉　聡（生命医療倫理学）

  　「診療用放射線の安全利用のための研修」
　　　　講師：高山　幸久（医療放射線安全管理責任者）
　　　　　＊放射線診療従事者受講必須研修

On
Demand

第3回
6月25日（火）
～7月8日（月）

60分 全職員 安全

　　「医薬品の安全管理」
　　　　講師：今村 健（医療安全管理部・医薬品安全管理責任者）

     「基本的安全対策～患者誤認・転倒転落防止～」
　　　　講師：押川　麻美（医療安全管理部）

On
Demand

第4回

7月4日（木）
講演

7月10日（水）
～7月23日（火）

On Demand

17:00～18:00 全職員 安全
　　「講師招聘講演」　　　日本専門医機構共通講習
　　　　講師：後　信 先生（九州大学病院医療安全管理部部長）

メディカル
ホール

On
Demand

第5回
8月6日（火）

～8月19日（月）
30分 全職員 感染

　　「感染対策への取り組み」
　　　　講師： 橋本 丈代（感染対策担当管理者）

On
Demand

第6回

10月22日（火）
講演

10月29日（火）
～11月11日（月）

On Demand

17:00～18:00 全職員 感染
　　「講師招聘講演」   日本専門医機構共通講習
　　　　講師：川村　英樹 先生（鹿児島大学病院　感染制御部）

メディカル
ホール

On
Demand

第7回
11月12日（火）

～11月25日（月）
30分 全職員 安全

　　「患者の権利・義務について」
　　　　講師：村上　久美子（福岡大学　人文学部）
　　　　　　　 中村　伸理子（医療安全管理部）

On
Demand

第8回
12月3日（火）

～12月16日（月）
30分 全職員 感染

　　「抗菌薬適正使用への取り組み①」
　　　　講師：戸川　温（感染制御部長）

On
Demand

第9回
1月8日（水）

～1月21日（火）
30分 全職員 安全

　　「RRS症例・活動報告」
　　　　講師：医療安全管理部

On
Demand

第10回
2月3日（月）

～2月14日（金）
30分 全職員 感染

　　「抗菌薬適正使用への取り組み②」
　　　　講師：戸川　温（感染制御部長）

On
Demand

全職員2月3日（月）～2月14日（金) 第1回～第9回 医療安全教育On Demand視聴

2025/12/8

2024年度 　医療安全教育



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

福岡大学病院長選考規程（平成３１年１月制定、４月施行） 

福岡大学病院長候補者選考会議規程（平成３１年１月制定、４月施行） 

福岡大学病院長候補者選考実施細則（平成３１年１月制定、４月施行） 

福岡大学病院長に求められる資質・能力について（選考基準） 

医療法第十六条の三第１項各号に掲げる事項の実施その他の特定機能病院の管

理及び運営に関する業務の遂行に関し必要な能力及び経験を有する者。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

   福岡大学病院公式ＨＰにて公表を行い、公募している。 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

  福岡大学病院公式ＨＰにて公表 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  

別紙参照 



職　名 氏　名 選定理由

福岡大学副学長 吉 満 研 吾
福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第1号
に基づき学長が指名した者

福岡大学医学部長 小 玉 正 太
福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第2号
に基づく役職指定

福岡大学法学部長 北 坂 尚 洋
福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第3号
に基づき学長が指名した文系の学部長

福岡大学工学部長 辰 巳 浩
福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第3号
に基づき学長が指名した理系の学部長

福岡大学大学院医学研究科長 髙 松 泰
福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第4号
に基づく役職指定

福岡大学病院長 三 浦 伸 一 郎
福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第5号
に基づく役職指定

福岡大学病院事務長 川 野 耕
福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第6号
に基づく役職指定

福岡大学病院看護部長 甲 斐 純 美
福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第7号
に基づく役職指定

福岡大学病院
麻酔科診療部長

秋 吉 浩 三 郎
福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第8号
に基づき診療部長会構成員のうちから互選により選
出された教授

福岡大学病院
消化器外科診療部長

長 谷 川 傑
福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第8号
に基づき診療部長会構成員のうちから互選により選
出された教授

福岡大学病院
心臓血管外科診療部長

和 田 秀 一
福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第8号
に基づき診療部長会構成員のうちから互選により選
出された教授

福岡市副市長 荒 瀬 泰 子
福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第9号
に基づき学長が委嘱する学外有識者（保健・医療・
福祉全般に豊富な知見を有している）

九州大学病院長 中 村 雅 史

福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第9号
に基づき学長が委嘱する学外有識者（特定機能病院
の病院長として医学・医療安全について豊富な経験
等を有している）

久留米大学病院長 野 村 政 壽

福岡大学病院長候補者選考会議規程第3条第1項第9号
に基づき学長が委嘱する学外有識者（特定機能病院
の病院長として医学・医療安全について豊富な経験
等を有している）

任　期：令和7年7月1日～令和7年11月30日

福岡大学病院長候補者選考会議　委員名簿



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
   有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

福岡大学病院診療部長会 

（１）病院の診療、教育及び研究に関する事項 

（２）病院運営に関する事項 

（３）その他病院長が必要と認めた事項 

 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

医局等、部署単位で所属長から回覧等により周知されている。 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

    

    

    

    

    

    
 
 
  

別紙参照 



診療部長会名簿

氏名 委員長 職種 役職 備考
三浦　伸一郎 ○ 医師 病院長
長谷川　傑 医師 副病院長
平井　郁仁 医師 副病院長
秋吉　浩三郎 医師 副病院長
甲斐　純美 看護師 副病院長（看護部長）
川野　耕 事務職員 事務長
髙松　泰 医師 腫瘍・血液・感染症内科部長
川浪　大治 医師 内分泌・糖尿病内科部長
杉原　充 医師 循環器内科部長

平井　郁仁 医師 消化器内科部長 兼務
藤田　昌樹 医師 呼吸器内科部長
升谷　耕介 医師 腎臓･膠原病内科部長
馬場　康彦 医師 脳神経内科部長
堀　輝 医師 精神神経科部長

永光　信一郎 医師 小児科部長
長谷川　傑 医師 消化器外科部長 兼務
佐藤　寿彦 医師 呼吸器・乳腺内分泌・小児外科部長
前山　彰 医師 整形外科部長
髙木　誠司 医師 形成外科部長
安部　洋 医師 脳神経外科部長
和田　秀一 医師 心臓血管外科部長
今福　信一 医師 皮膚科部長
羽賀　宣博 医師 腎泌尿器外科部長
四元　房典 医師 産婦人科部長
内尾　英一 医師 眼科部長
坂田　俊文 医師 耳鼻咽喉科部長
高山　幸久 医師 放射線科部長

秋吉　浩三郎 医師 麻酔科部長 兼務
近藤　誠二 歯科医師 歯科口腔外科部長
鍋島　茂樹 医師 総合診療科部長
濵﨑　慎 医師 病理部長
小川　正浩 医師 臨床検査・輸血部長
平井　郁仁 医師 内視鏡部長 兼務
高山　幸久 医師 放射線部第一部長 兼務

三浦　伸一郎 医師 放射線部第二部長 兼務
秋吉　浩三郎 医師 手術部長 兼務
長谷川　傑 医師 栄養部長 兼務
鎌田　聡 医師 リハビリテーション部長
伊藤　建二 医師 血液浄化療法センター長

吉田　陽一郎 医師 医療情報部長
仲村　佳彦 医師 救命救急センター長
四元　房典 医師 総合周産期母子医療センター長 兼務
白石　武史 医師 臓器移植医療センター長
神村　英利 薬剤師 薬剤部長
甲斐　純美 看護師 看護部長 兼務



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
 
 
 ・ 規程の主な内容 
   福岡大学病院長職務権限規程（令和元年７月制定、８月施行） 
 
 
 
 
 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
 

施設長である病院長をトップとし、副病院長と事務長とともに執行部を結成している。 
   執行部で執り行われる病院経営戦略会議では事業計画が立案される。 
   立案された事業計画は、それぞれの関連委員会にて審議され、その後、病院の最高意思決定機 
   関である診療部長会にて審議の上、承認される。承認された事業は関連部署にて実施される。 
   診療科ならびに診療各部、看護部、事務部は、病院の理念を理解し、執行部の運営方針に 
   協力する。 
   実施の結果はそれぞれの関連委員会委員長によって診療部長会にて報告される。 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
 
   特定機能病院管理者研修 公益財団法人日本医療機能評価機構主催 
   病院経営管理研修会   日本病院会・病院経営管理士共催 
   トップマネジメント研修 厚生労働省主催 
   日病データ（医療オープンデータ）セミナー一般社団法人日本病院会主催 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

１．監査対象期間の医療安全管理者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者の業務実績

についてヒアリングと記録を用いて監査する。 

２．医療安全管理部門の各委員会、カンファレンス、活動内容について当事者からのヒアリングと議

事録及び実施記録を用いて監査する。 

３．必要に応じ、病院長及び開設者に対し、医療に係る安全について是正措置を講ずるよう意見を表

明する。 

４．管理者は業務結果について病院ホームページに公表する。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

病院ホームページ 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

横山 晋二 久留米大学病院 ○ 
医療に係る安全管理に

関する識見を有する者 

有・無 1 

早川 晴美 〃   〃 有・無 1 

堤 一貴 〃   〃 有・無 1 

和田 秀一 福岡大学病院  院内監査委員 有・無 1 

林 覚竜 南蔵院  医療を受ける者その他

の医療従事者以外の者 

有・無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 ・体制の整備状況及び活動内容 
   内部監査室 平成18年4月1日設置 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 
   １．理事会 
   ２．経営協議会 
 
 ・ 会議体の実施状況（ １．年7回 ２．年17回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ １．年5回（委任欠席2回）、 
                               ２．年16回（委任欠席1回）） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 1件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

福岡大学病院安全管理マニュアル、電子カルテインフォメーション、医療安全ポケット 

マニュアルに記載している。 

 

 



(様式第 7)  
専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 情報発信の方法、内容等の概要 

近隣の地域に対する情報発信として、各種セミナーを開催している。 

 １つ目は、医療連携の促進・強化を目的として、福岡市医師会及び城南区医師会との共催で行う

「福岡大学病院メディカルセミナー」と糸島医療圏の医療関係者を対象とした「糸島医師会・福大

病院 地域連携学術講演会」である。これらのセミナーは、各診療科の診療技術や研究内容、病院

として取り組んでいる医療体制等について、当院の医師が講演やパネルディスカッションを行うも

ので年 5 回開催している。 

 ２つ目は、地域の一般市民を対象とした「学んで予防！《福大病院 健康セミナー》」である。 

このセミナーは、城南区医師会及び早良区医師会、さらには城南区役所、城南保健所、城南区の各

自治協議会・各公民館及び早良区役所、早良区保健福祉センター、早良区の各公民館に協力いただ

き、地域の方が知りたいと思っている「健康や病気の予防」をテーマに、当院の医師と城南区医師

会推薦の医師との協同で 2ヶ月に１回程度開催しており、各回 200～300名の地域住民の参加がある。

しかしながら、令和 6 年度も新型コロナウイルス感染症とインフルエンザ拡大の収束は予測できな

いことから YouTube 配信で 5 回開催した。 

 ３つ目は、地域がん診療拠点病院として、がん患者やそのご家族、そして一般市民を対象に「福
岡大学病院がんセミナー」を開催している。このセミナーは、がん治療の最前線の情報や各種がん
の診療・治療・手術等の診療技術に関すること、また、がん治療中の薬物療法や食事療法、治療中
の社会生活に関することなど、がんについてあらゆる知識や情報を発信している。令和6年度は公民
館や福岡大学病院内で計6回実施した。 

 

 他にも患者・家族や地域住民向けの広報誌「福大病院パンフレット」を年に1回、「福大病院ニュ
ース」を年4回程度発行している。また、病院公式HPも定期的に更新を行っており、当院の最新情
報を発信している。連携医療機関や関連病院などに向けて、病院の執行部や診療科毎の取り組みな
ど各医師の顔写真入り医師紹介冊子「診療各科・部医師紹介」を令和4年度から配付し、更なる連携
を図っている。また、各種セミナーや各診療科などの最新情報をYouTubeやSNSを活用して積極的
に発信している。 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

2科以上の診療科がセンターとして外来診療を行っている。 

 「ハートセンター」→循環器内科、心臓血管外科 

 「消化器センター」→消化器内科、消化器外科 

 「腎・泌尿器・膠原病センター」→腎臓・膠原病内科、腎泌尿器外科 

 「呼吸器センター」→呼吸器内科、呼吸器・乳腺内分泌・小児外科 

 「脳神経センター」→脳神経内科、脳神経外科 

 「小児医療センター」→小児科、小児外科 

 「皮膚科・形成外科・美容医療センター」→形成外科、皮膚科 

 「女性診療センター」→産婦人科、呼吸器・乳腺内分泌・小児外科、形成外科 

「もの忘れ外来専門センター」→精神神経科、脳神経内科 

「心臓リハビリテーションセンター」→循環器内科、心臓血管外科 



「摂食嚥下センター」→歯科口腔外科、耳鼻咽喉科 

「最先端ロボット手術センター」→呼吸器・乳腺内分泌・小児外科、消化器外科、 

腎泌尿器外科、産婦人科 

「臓器移植医療センター」→呼吸器・乳腺内分泌・小児外科、腎泌尿器外科、腎臓・膠原病内

科、眼科 

 


